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　競争を伴うスポーツにおいては，勝利することが重
要な価値基準のひとつとなっている（岡・竹中・松尾・
堤，1998）。勝利することを主目的としているスポーツ
選手は，記録の向上や高い競技レベルを要求されるこ
とが多く，一般的にバーンアウトのリスクになりやす
い（岡他，1998）。スポーツ選手のバーンアウトとは，
競技からの心理，情動，また時に「身体的な撤退」と
定義されている心理学的症候群である（Smith, 1986）。
このバーンアウトは心理的不適応のみならず，競技か
らの撤退や最悪の場合は自殺を引き起こす原因となる
ことが示唆されており（大隈・西村，2003），これらの
予防に対する支援の確立は重要な課題である（雨宮・
上野・清水，2013）。
　国内におけるスポーツ選手のバーンアウト研究にお
いては，中込・岸（1991）の「心理臨床モデル」が多
くの支持を得ている。この理論によると，スポーツ選
手が競技に没頭した後，怪我などのために競技成績が
停滞してしまうと，掲げた目標を達成するために，競
技への固執や執着を強めるとされている。そこで，期
待した結果を得ることができず，「報われない経験」を

繰り返してしまうと，バーンアウトに至ることが示さ
れている。
　これを踏まえると，バーンアウト発症の主要な要因
である「報われない経験」においては，自身の競技失
敗体験を通じて，競技に関する行動を効果的に遂行で
きるというセルフ・エフィカシーが低下していると考
えられる。
　セルフ・エフィカシーとは，ある結果を生み出すた
めに必要な行動をどの程度うまく行うことができるか
という個人の確信度である（坂野・東條，1986）。この
セルフ・エフィカシーは，第 1水準として〝課題や場
面に特異的に行動に影響を及ぼすセルフ・エフィカ
シー〟が当面の行動選択に直接影響を与えるとされて
いる。また，第 2水準の〝課題や状況に依存せず，よ
り長期的に一般化した日常場面における行動に影響す
る一般性セルフエフィカシー〟（成田他，1995）は，長
期的に個人の行動に影響を及ぼすとされている（坂野・
東條，1986）。このセルフ・エフィカシーが高い者は，
幸福感が高く，良好な体調と関連する（Kuijer & De 
Ridder, 2003）一方で，セルフ・エフィカシーが低い場
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合には，抑うつの増加（Kashdan & Roberts, 2004）や主
観的幸福感の低さと関連している（Barlow, Wright, & 
Cullen, 2002）。
　また，先行研究ではセルフ・エフィカシーの向上が
バーンアウトの予防に有効な要因として位置づけられ
ている。Schwarzer & Hallum（2008）は，セルフ・エ
フィカシーが教師のストレスとバーンアウトを媒介す
ることを明らかにしている。Chang et al.（2020）は，ス
ポーツ選手のバーンアウトが，ライフイベントとスポー
ツ場面におけるストレスと，肯定的な事象が将来起こ
らないことを期待する「否定的な期待」と正の相関関
係があることを示している。また，この否定的な期待
に対して，セルフ・エフィカシーの要素である「効力
期待」を高めることは否定的な期待を低減し，それが
バーンアウトの予防策となる可能性を示唆している。
これらを踏まえると，スポーツ選手のセルフ・エフィ
カシーを高めることは，バーンアウトを低減する効果
があることが期待される。
　しかしながら，スポーツ選手は勝利することが重要
な価値基準のひとつであることを踏まえると，競技に
失敗する体験が続いた場合には，セルフ・エフィカシー
を高めることは困難であると考えられる。このような
場合の工夫として，自身の信念体系である「マインド
セット」を「グロースマインドセット」にしていくこ
とが有用であるとされている（Golby & Wood, 2016）。
マインドセットとは，自己の能力や知能に対する可変
的な信念であり，大きく「フィックスドマインドセッ
ト」と「グロースマインドセット」に大別される（Dweck, 
2006 今西訳 2016）。フィックスドマインドセットとは，
人間の基本的特質は固定的であり変わらないという信
念であり，グロースマインドセットとは，人間の基本
的特質は努力を行うことによって伸ばすことができる
と考える信念である（Dweck, 2006今西訳 2016）。この
ようなマインドセットは，自らの意思で変容可能な信
念であるため（Dweck, 2006今西訳 2016），セルフ・エ
フィカシーを高めるための 4つの情報源のうち，「言語
的説得」と類似している可能性が考えられる。しかし
ながら，「言語的説得」のみによってセルフ・エフィカ
シーを高めることは困難であることが明らかにされて
おり（石毛・柴・上出・大塚・隅田，2010），マインド
セット，セルフ・エフィカシーはそれぞれが独立した
概念であると捉えることができると考えられる。また，
グロースマインドセット，フィックスドマインドセッ
トそれぞれの特徴を踏まえると，フィックスドマイン
ドセットの者は，ある事象に取り組んだ後失敗した，
あるいは勝利に至らなかった際に，結果的に「能力等
の変化が得られにくい事象に帰属する」が，グロース
マインドセットの者は，「可変的なものに帰着する」特
徴を有していると見なすことができる。すなわち，
フィックスドマインドセットの者は，ある事象に取り

組む際に，その結果を重視するため，その事象におい
て失敗した，あるいは勝利に至らなかった際に，それ
までの努力が無駄であったと知覚する傾向にある。一
方で，グロースマインドセットの者は，ある事象に取
り組んだ結果が失敗に終わったとしても，努力し，挑
んだこと自体に意義を見出すことができるとされてい
る（Dweck, 2006 今西訳 2016）。先行研究では，精神病
理学的問題を有する者はフィックスドマインドセット
傾向の者であることが示されている（Romero, Master, 
Paunesku, Dweck, & Gross, 2014）。Tamir, John, Srivastava, 
& Gross（2007）は，感情や気分を制御可能ととらえる
者は，そうでない者と比べて抑うつ症状が少なく，幸
福度が高いことを示している。これを受け，Romero et 
al.（2014）は感情や気分制御に対する可変的な信念で
ある「感情のマインドセット」がフィックスドマイン
ドセットの者は，うつ病と正の関連性があることを報
告している。
　また，自身の特性についてフィックスドマインドセッ
トの者は，ネガティブなライフイベントにおいてコン
トロールできないと感じることによって，抑うつや不
安を表出しやすい可能性があるとし，フィックスドマ
インドセットが，メンタルヘルスの問題を増加させる
と報告している（Schleider, Abel, & Weisz, 2015）。
　さらに先行研究では，グロースマインドセットの者
は，困難な状況下においても，それを乗り越えるよう
な行動との関連性が高いと報告されていることから
（Dweck & Leggett, 1988），ストレスフルな生活環境に
おいて適応的な行動を示す可能性について検討した結
果，困難な状況下においてもストレス反応が低い者は，
グロースマインドセット傾向を有していたと報告して
いる（Schroder et al., 2017）。したがって，スポーツ選
手がグロースマインドセットを有していれば，競技の
勝利のみならず，そのプロセスを重視し，自身の成長
をポジティブにとらえることができる可能性が考えら
れ，やがては，バーンアウトに至らない方向に作用す
ることも期待できる。
　実際に，うつ症状を持つ青年を対象としたグロース
マインドセットを高める介入研究（Growth Mindset 
Intervention; GM-SSI）においては，フィックスドマイ
ンドセットからグロースマインドセットに変化した者
は，抑うつ，不安傾向が低減している（Schleider & 
Weisz, 2018）。また，学業場面においては，グロースマ
インドセットの者は，失敗やストレスに直面した際に，
学業上のダメージからの回復力の向上が見られ（Dweck 
& Leggett, 1988），学業上の問題に適応することが明ら
かにされている（Yeager et al., 2014）。
　これらの知見を踏まえると，抑うつや不安傾向，学
業場面のみならず，スポーツ場面においても競技に対
する失敗体験が続き，セルフ・エフィカシーを高める
ことが困難な場合，グロースマインドセットを高める
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ことによって，結果的にセルフ・エフィカシーが高ま
り，競技能力や回復力が向上し，バーンアウトにまで
至らないことが推測される。一方で，バーンアウトの
「心理臨床モデル」と照らし合わせると，グロースマイ
ンドセットが競技への固執を促進する可能性も考えら
れる。具体的には，グロースマインドセットの者が，
バーンアウトの心理臨床モデルにおける「報われない
経験」に至るまでに「人間の基本的資質は，努力を行
うことによって伸ばすことができる」信念，すなわち
「可変的なものに帰着する」特徴を有しているために，
競技へ固執してしまい，結果的にバーンアウトに至る
可能性が想定される。
　このことから，グロースマインドセットを有し，か
つセルフ・エフィカシーが高いことが，バーンアウト
の抑制要因として作用する仮説に加え，もう 1つの観
点として，促進要因として作用してしまう可能性も考
えられる。
　しかしながら国内外研究において，この 2つの観点
から検討した研究は見受けられず，加えてスポーツ選
手のバーンアウトとマインドセット，およびセルフ・
エフィカシーの関連性について実証的に明らかにされ
ていない。
　そこで本研究では，グロースマインドセットと高い
セルフ・エフィカシーがスポーツ選手のバーンアウト
に及ぼす影響性を検討すべく，バーンアウト症状に対
するマインドセットとセルフ・エフィカシーとの関連
性について探索的に検討する。具体的には，競技場面
において失敗体験がともなった際に，セルフエフィカ
シーが低い場合においても，マインドセットが高い場
合，バーンアウトに至らない可能性を前提としている
ため，バーンアウトに対するマインドセットとセルフ
エフィカシーとの交互作用項を検討する。なお，本研
究はバーンアウト発症以前の報われない経験から，バー
ンアウトに至るプロセスの行動に影響を及ぼすセルフ・
エフィカシーとマインドセット，バーンアウトの関連
について検討する。したがって，本研究で扱うセルフ・
エフィカシーは，バーンアウトに至るまでの長期的な
影響性について検討すべく，一般性セルフ・エフィカ
シーを使用する。

方 法
対象者
　勝利することを主目的としているスポーツの部活動
団体に所属する大学生 54名（女子 28名，男子 26名）
を対象にアンケートへの回答を求めた。そのうち，回
答に欠損のあった 4名を除外した 50名（女子 25名，
男子 25名，平均年齢 22.5±0.9歳）を分析対象とした。
なお，デモグラフィックデータを Table 1に示した。
測度
1 ．大学生スポーツ競技者版バーンアウト尺度（BOSA：
雨宮他，2013）
　スポーツ選手のバーンアウトの程度を測定するため
に用いた。尺度は 20項目であり，「対人情緒的消耗」，
「個人成就感の欠如」，「練習情緒的消耗」，「部活動に対
する価値下げ」の 4下位尺度で構成されており，高い
信頼性および妥当性が確認されている。各項目につい
て，当てはまらない（1点）から，とても良く当ては
まる（5点）の 5件法で求めた。得点が高いほどバー
ンアウトが高いことを示す。
2 ．主観的な感覚としての人格特性的自己効力感尺度
（SMSGSE：三好，2003）
　一般性セルフ・エフィカシーを測定するために用い
た。尺度は 6項目から構成されており，信頼性と妥当
性が確認されている。各項目について全くそう思わな
い（1点）から，非常にそう思う（5点）の 5件法で求
めた。また，三好（2003）に従い，一般性セルフ・エ
フィカシーを「人格特性的セルフ・エフィカシー」と
する。得点が高いほど人格特性的セルフ・エフィカシー
が高いことを示す。
3 ．Mindset Quiz：Which mindset do you have?（MQ：
Dweck, 2006 今西訳 2016）
　マインドセットを測定するために用いた。尺度は 8
項目であり，「知能的側面」と「性格特性的側面」の下
位尺度で構成されている。各項目について，非常に当
てはまらない（0点）から，非常に当てはまる（5点）
の 6件法で求めた。なお，本尺度は，Dweck（2000）
の Implicit Theories of Intelligence Scale-Self Form for 
Adultsと，Kind of Person Implicit Theory scale for adults
の項目から抜粋されたものであり，信頼性と妥当性が

Table 1　対象者のデモグラフィックデータ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Table 1 対象者のデモグラフィックデータ 
n % n % n %

部活動名 サッカー部 16 32.0 年齢 19 7 14.0 性別 女性 25 50.0
バスケットボール部 16 32.0 20 15 30.0 男性 25 50.0
ラグビー部 4 8.0 21 10 20.0
バレーボール部 6 12.0 22 18 36.0
空手部 4 8.0
テコンドー部 2 4.0
ボクシング部 2 4.0
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示されている（Levy & Dweck, 1997）。本尺度の内的整
合性においては，十分な値（α＝.85）が示された。得
点が高いほどグロースマインドセットであることを示
す。
手続き
　参加承諾が得られた大学の講義が終了した後，教場
に残ったスポーツ部活動団体に所属する大学生に対し
て，研究に関する説明を個別に行った。その際，本研
究のデータ取得の年次である厚生労働省の「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に従った。調査
協力にあたり学校や部活動の成績に一切関係がないこ
と，個人のプライバシーは保護されることを説明し，
インフォームド・コンセントを得た。データ取得時に
は，この同意が得られた者のみに対して質問紙による
調査を実施した。
統計解析
　統計解析は，階層的重回帰分析を行なった。また，

加えて Step1，Step2，Step3の効果量（R2値）を算出し
た（Cohen, 1988）。効果量の算出は，R version3.3.1環
境において，Compute.esパッケージで行なった。なお，
R2値の解釈については，Cohen（1988）に基づいた。

結 果
バーンアウト，セルフ・エフィカシー，およびマイン
ドセットの関連
　各尺度の記述統計量と（Table 2），Pearsonの積率相
関係数を算出した（Table 3）。その結果バーンアウトと
セルフ・エフィカシーの間に有意な中程度の負の相関
が見られた（r＝-.42，p < .01）。
バーンアウトに対するマインドセットおよびセルフ・
エフィカシーとの関連性
　バーンアウトに対するマインドセットおよびセルフ・
エフィカシーとの関連性を検討するために，階層的重
回帰分析を行った。バーンアウトを目的変数として，

Table 2　記述統計量

注 ）Meanは平均値，SDは標準偏差。BOSA：バーンアウト症状，SMSGSE：人格的特性自己効力感，MQS：マイン
ドセット。

Table 3　各尺度の相関係数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Table 3 各尺度の相関係数 

対人情緒 個人成就 練習情緒 部活動 BOSA計 SMSGSE 知能 特性

−

－ .21 −

.40 － .41 −

.38** － .29* −

.71** － .61** .83** .77** −

SMSGSE － .13 .36* － .34* － .44** － .42** −

.01 .00 － .17 － .12 － .01 － .03 −

.11 .23 － .23 － .20 － .18 .16 .60** −

－ .10 .11* － .19 － .15 － .11 .05 .89** .90**

注）BOSA：バーンアウト症状，SMSGSE：人格特性的自己効力感，MQ：マインドセット

    **p  < .01，*p  < .05，+p  < .10

BOSA

MQ

対人情緒的
消耗

個人成就感の
欠如

練習情緒的
消耗

部活動に対する
価値下げ

計

性格特性的側面の
マインドセット

計

計

知能的側面の
マインドセット

注）BOSA：バーンアウト症状，SMSGSE：人格特性的自己効力感，MQ：マインドセット。
**p < .01，*p < .05，+p < .10.
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23.00

5.00

22.00 74.00  35.00  75.00

注）Meanは平均値，SDは標準偏差。BOSA：バーンアウト症状，SMSGSEは人格的特性自己効力感，MQS：マインドセット
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Step1ではセルフ・エフィカシー，Step2ではマインド
セット，Step3ではセルフ・エフィカシーとマインド
セットの交互作用項を説明変数として投入した（Table 
4）。
　その結果，Step1において，バーンアウトに対してセ
ルフ・エフィカシーの有意な負の標準偏回帰係数が得
られ（β＝-.42，SE＝.34，p＝.00），中程度の効果量を
示した（R2＝.17）。また，Step3のセルフ・エフィカ
シーとマインドセットの交互作用項の R2値の増分が有
意傾向ではあるものの（ΔR2＝.06，p < .10），大きい効
果量を示した（R2＝.24）。
　また，バーンアウトの下位尺度得点をそれぞれ目的
変数として同様の分析を行った結果，「練習情緒的消
耗」，「部活動に対する価値下げ」に対してセルフ・エ
フィカシーの有意な負の標準偏回帰係数が得られ（練
習情緒；β＝-.34，SE＝.13，p＝.02，部活動；β＝-.43，
SE＝.11，p＝.00），小さい，中程度の効果量がそれぞ
れ確認された（練習情緒；R2＝.12，部活動；R2＝.19）。
Step3の「練習情緒的消耗」，「部活動に対する価値下
げ」に対して交互作用項が有意であり（練習情緒；ΔR2

＝.09，p < .05，部活動；ΔR2＝.08，p < .01），大きい効
果量を示した（練習情緒；R2＝.24，部活動；R2＝.29）。
そこで単純傾斜分析を行った結果，グロースマインド
セットを有し（+1SD），セルフ・エフィカシーが高い
と（+1SD），「練習情緒的消耗」，「部活動に対する価値
下げ」に対して負の関連を示した（練習情緒；β＝-.32，
SE＝.01，p＝.03，部活動；β＝-.31，SE＝.01，p＝.03）。
　また，「個人成就感の欠如」は，Step1においてセル
フ・エフィカシーの有意な正の標準偏回帰係数が得ら
れ（β＝.36，SE＝.10，p＝.01），中程度の効果量を示し
た（R2＝.13）。Step3の交互作用項が有意傾向（ΔR2＝.00，
p < .10），中程度の効果量を示した（R2＝.14）。
バーンアウトに対する知能的側面のマインドセットお
よびセルフ・エフィカシーとの関連性
　バーンアウトに対する知能的側面のマインドセット
およびセルフ・エフィカシーとの関連性を検討するた
め，同様の分析を行った結果，バーンアウトに対して
セルフ・エフィカシーの有意な負の標準偏回帰係数が
得られ（β＝-.42，SE＝.34，p＝.00），中程度の効果量
を示した（R2＝.17）。また，Step3の交互作用項が有意

Table 4　バーンアウト症状に対する，マインドセットおよびセルフ・エフィカシーの関係性（階層的重回帰分析）

注）BOSA：バーンアウト症状，SMSGSE：人格特性的自己効力感，MQ：マインドセット。
**p < .01，*p < .05，+p < .10.

 
 
 
 
 

Table 4 バーンアウト症状に対する，マインドセットおよびセルフ・エフィカシーの関

係性（階層的重回帰分析） 

β R 2 ΔR 2 β R 2 ΔR 2 β R 2 ΔR 2 β R 2 ΔR 2 β R 2 ΔR 2

step1
SMSGES － .34 * .12 * － .13 .02 － .43 ** .19 ** .36 * .13 * － .42 .17 **

step2
－ .33 ** － .13 － .43 ** .35 * － .41 **

MQ － .18 .15 * .03 .11 .03 .01 － .13 .21 ** .02 .09 .14 + .01 － .09 .18 ** .01
step3

SMSGES － .29 * － .12 － .38 ** .35 － .37 **
MQ － .08 .14 － .04 .09 － .01
SMSGES×MQ － .32 * .24 ** .09 * － .10 .04 .01 － .31 * .29 ** .08 ** .01 .14 + .00 － .26 + .24 ** .06 +

step1
SMSGES － .34 * .12 * － .13 .02 － .43 ** .19 ** .36 * .13 * － .42 ** .17 **

step2
－ .34 * － .13 － .44 ** .36 * － .42 **

知能的側面のマインドセット － .17 .15 * .03 .01 .02 .00 － .13 ** .21 ** .02 .01 .13 * .00 － .11 .18 ** .01
step3

SMSGES － .32 * － .12 － .40 ** .36 * － .39 **
知能的側面のマインドセット － .10 .02 － .04 .01 － .04
SMSGES×
知能的側面のマインドセット － .31 * .23 ** .09 * － .07 .02 .00 － .37 ** .34 ** .13 ** .01 .13 + .00 － .26 + .25 ** .07 +

step1
SMSGES － .34 ** .12 * － .13 .02 － .43 ** .19 ** .36 * .13 * － .42 ** .17 **

step2
－ .31 * .15 － .43 .33 * － .40 **

MQ － .18 .15 * .03 .13 .03 .02 － .13 .21 ** .02 .18 .16 * .03 － .11 .18 ** .01
step3

SMSGES － .24 + － .12 － .36 ** .32 * － .34 *
性格特性的側面のマインドセット － .06 .20 － .04 .16 － .01
SMSGES×
性格特性的側面のマインドセット － .34 * .24 ** .09 * － .20 .06 .03 － .24 + .25 ** .05 + .05 .16 * .00 － .29 * .25 ** .07 *

対人情緒的消耗
部活動に対する

価値下げ
個人的成就感の

欠如
BOSA合計

SMSGES

SMSGES

SMSGES

練習情緒的消耗

注）BOSA：バーンアウト症状，SMSGSE：人格特性的自己効力感，MQ：マインドセット

**p < .01，*p  < .05，+p  < .10
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傾向（ΔR2＝-.07，p < .10），大きい効果量を示した（R2

＝.25）。
　また，バーンアウトの下位尺度を目的変数として同
様の分析を行った結果，「練習情緒的消耗」，「部活動に
対する価値下げ」それぞれに対して交互作用項が有意
であり（練習情緒；ΔR2＝.09，p < .05，部活動；ΔR2

＝.13，p < .01），大きい効果量を示した（練習情緒；R2

＝.23，部活動；R2＝.34）。単純傾斜分析の結果，知能
的側面のグロースマインドセットを有し（+1SD），セ
ルフ・エフィカシーが高いと（+1SD），「練習情緒的消
耗」，「部活動に対する価値下げ」に対して負の関連を
示した（練習情緒；β＝-.31，SE＝.02，p＝.03，部活動；
β＝-.37，SE＝.02，p＝.00）。
バーンアウトに対する性格特性的側面のマインドセッ
トおよびセルフ・エフィカシーとの関連性
　バーンアウトに対する性格特性的側面のマインド
セットおよびセルフ・エフィカシーとの関連性につい
て検討するために，同様の分析を行った結果，バーン
アウトに対してセルフ・エフィカシーの有意な負の標
準偏回帰係数が得られ（β＝-.42，SE＝.34，p＝.00），中
程度の効果量を示した（R2＝.17）。また，Step3の交互
作用項が有意であり（ΔR2＝.07，p < .05），大きい効果
量を示した（R2＝.25）。単純傾斜分析の結果，性格特
性的側面のグロースマインドセットを有し（+1SD），
セルフ・エフィカシーが高いと（+1SD），バーンアウ
トに対して負の関連を示した（β＝-.29，SE＝.05，p
＝.04）。
　また，バーンアウトの下位尺度を目的変数として同
様の分析を行った結果，「練習情緒的消耗」に対してセ
ルフ・エフィカシーの負の標準偏回帰係数が有意傾向
（β＝-.34，SE＝.13，p＝.08），中程度の効果量を示した
（R2＝.17）。また，Step3の交互作用項が有意であり（ΔR2

＝.09，p < .05），大きい効果量を示した（R2＝.25）。単
純傾斜分析の結果，性格特性的側面のグロースマイン
ドセットを有し（+1SD），セルフ・エフィカシーが高
いと（+1SD），「練習情緒的消耗」に対して負の関連を
示した（β＝-.34，SE＝.02，p＝.02）。

考 察
　本研究の目的は，スポーツ選手のバーンアウト症状
に対するマインドセットとセルフ・エフィカシーとの
関連性について探索的に検討することであった。分析
の結果，先行研究（Chang et al., 2020; Schwarzer & Hallum, 
2008）と同様に，セルフ・エフィカシーの高さはバー
ンアウトに対して負の関連性を示した。また，グロー
スマインドセットを有し，セルフ・エフィカシーが高
いと，バーンアウトが低い傾向にあった。さらに，バー
ンアウトの下位尺度である「練習情緒的消耗」，「部活
動に対する価値下げ」に対して，グロースマインドセッ
トを有し，セルフ・エフィカシーが高いと，負の関連

性を示した。このことから，グロースマインドセット
は，セルフ・エフィカシーが高いことによってバーン
アウトの抑制要因として作用する可能性が示唆された。
　続いて，性格特性的側面のグロースマインドセット
を有し，セルフ・エフィカシーが高いと，知能的側面
のグロースマインドセットと比べて，バーンアウトの
程度が低かった。先行研究では，マインドセットは，
知能と性格特性の両側面から総合的なマインドセット
として理解されているものの（Dweck, 2006今西訳
2016），本研究の結果から，スポーツ選手は，特に自身
の性格特性に関するマインドセットのみをグロースマ
インドセットにしていくことによってもバーンアウト
を予防できる可能性があると考えられる。また，性格
特性に関するマインドセットがグロースマインドセッ
トの者は，うつ病などの精神病理学的問題の改善にお
いて良好な経過であることが示されており（Romero et 
al., 2014; Schleider & Weisz, 2018），スポーツ選手のパ
フォーマンスの向上や良好なメンタルヘルスの維持に
対して，性格特性が密接に関わっているとされる知見
（中込，2013）を支持する結果となった。また，性格特
性は，変容が困難であるとされているのに対し（Tarabini, 
2019），性格特性的マインドセットは可変的であるため
（Dweck, 2012），この特徴を踏まえるとバーンアウトの
予防策として，セルフエフィカシーを高めることと同
時に，マインドセットを高めることが有効な可能性も
あると考えられる。Schleider & Weisz（2018）は，グ
ロースマインドセットに高める介入を実施し，うつ症
状や不安傾向を低減させたことを報告している。した
がって，うつ症状とバーンアウトの主症状である「情
緒的消耗」との間に高い相関関係があること（Hakanen 
& Schaufeli, 2012）を踏まえると，グロースマインド
セットを高める介入は，バーンアウトに対しても効果
が期待できることが推察される。
　一方で，本研究の結果から，マインドセットとバー
ンアウトの直接的な関蓮性は示されなかった。したがっ
て，マインドセットは，スポーツ選手のバーンアウト
の直接的な予測変数にはならないと考えられ，セルフ・
エフィカシーを含めることによってバーンアウトと関
連することから，間接的に影響を及ぼす調整変数とし
て機能している可能性が示唆された。先行研究では，
スポーツ選手に対して，グロースマインドセットを高
める介入を行うことによって，セルフ・エフィカシー
が向上することが明らかにされており（Schleider & 
Weisz, 2018），本研究の結果を踏まえると，グロースマ
インドセットを有する者が，競技における成功体験や
失敗体験にかかわらず，自身の内的成長に価値を置き，
喜びを感じることによってセルフ・エフィカシーが高
まり，バーンアウトにまでは至らないプロセスがある
ことが想定される。これらのことから，スポーツ選手
に対しては，グロースマインドセットを高めることに



15姜他：スポーツ選手のバーンアウト症状に対するマインドセット傾向およびセルフ・エフィカシーの関連性 

よって，勝敗にかかわらず，競技に対するセルフ・エ
フィカシーが向上し，その結果バーンアウトを予防す
ることが期待できる。
　以上のことから，グロースマインドセットの向上は，
直接的なバーンアウトの低下には至らないが，グロー
スマインドセットおよびセルフ・エフィカシーを高め
ることがバーンアウトの低減や予防となる可能性が考
えられる。さらに，マインドセットを全般的にグロー
スマインドセットにすることが困難であっても，性格
特性的マインドセットのような，一部のグロースマイ
ンドセットを向上させることによってバーンアウトの
予防が可能になることが考えられるため，介入を行う
際に必要なアセスメントや介入手続きを効率化できる
可能性が示唆された。
　しかしながら，本研究はいくつかの限界点がある。1
つ目は，本研究がセルフ・エフィカシーを人格特性的
側面から測定していることである。セルフ・エフィカ
シーには 2つの水準があることが知られており（坂野・
東條，1986），本研究においては，セルフ・エフィカ
シーを人格特性的な認知傾向（成田他，1995）とみな
した。一方で，場面特異的なセルフ・エフィカシーは，
当面の行動選択に直接影響を及ぼすため，長期的な行
動の結果に影響を及ぼすような人格特性的セルフ・エ
フィカシーと比較し，スポーツ場面におけるバーンア
ウトやマインドセットとの関連が高くなる可能性が考
えられる。2つ目として本研究では，サンプルに偏り
があり，その数も非常に小さかったため，結果の解釈
には慎重を期する必要がある。3つ目として，本研究
における対象者のバーンアウト状態が，本研究の仮説
を検討するにあたって妥当であるかどうかの事前検討
が不十分であることがあげられる。本研究で使用した
バーンアウト尺度による得点の平均と先行研究の平均
を比較すると，本研究におけるバーンアウト得点は低
い傾向が見られる（e.g. 雨宮・坂入，2015；雨宮・吉
田・坂入，2021）。したがって，今後は極端にバーンア
ウト得点が低い者は除外するなどのスクリーニングを
実施し，検討することが望ましいと考えられる。4つ
目として本研究では，マインドセットを測定した尺度
（Dweck, 2006 今西訳 2016）の信頼性の検討は行なった
が，妥当性に関しては検討されていないため，データ
の解釈は慎重を期する。したがって，今後の課題とし
ては，複数の日本人サンプルを用いて尺度の信頼性と
妥当性について検討する必要があると考えられる。
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